
50年代にレイ・チャールズ・シンガーズをはじめとするコーラス・グループで歌い、テレビ
をはじめスタジオ・ワークを多くこなしていたアン・フィリップスが、ルーレット・レーベ
ルに吹き込んだ貴重な一枚。タイトル曲や〈ロンリーヴィル〉〈ア・ストレンジャー・イン・
タウン〉をはじめ、どの曲もせつない女心を情感たっぷりに歌い綴ってみせる。ソフトな
バラード表現から極上のムードが醸し出されてゆく、隠れた名シンガーによる一作。

ニーナ・シモンがコルピックスを離れたあとにリリースされたアルバムで、同レーベルに
吹き込んだものの未発表になっていたものや別テイクなどが集められている。ほとんど
の曲でストリングスがオーヴァーダビングされているが、ニーナの個性を少しも損ねる
ものではない。出世作となった〈アイ・ラヴズ・ユー・ポーギー〉の再吹込みをはじめ、幅広
い選曲とともに、しみじみとしたニーナの歌唱が心にのこるアルバムになっている。

フィリピン生まれで幼い頃にアメリカへ渡り、ミュージカルの世界でも活躍したヴァイ・
ヴェラスコが62年に吹き込んだ貴重なボサ・ノヴァ・アルバム。クールな歌声とともに、
ジャズ・ナンバーを心地よいボッサ・アレンジで聴かせている。本作の1ヵ月前に制作さ
れたばかりであるズート・シムズの人気盤「ニュー・ビート・ボサ・ノヴァVol.1」に収録さ
れていた〈リカード・ボサ・ノヴァ〉をスキャットで演じるあたりもお洒落である。

オルガンの響きを生かしたジェラルド・ウィルソンの好アレンジをバックに、サラ・ヴォー
ンが〈蜜の味〉〈ホワット・カインド・オブ・フール・アム・アイ〉などのポップ・チューンや、
〈サーモネット〉〈モーニン〉などのファンキーなジャズ・オリジナルを歌っている。どのよ
うな作品をとりあげても、その解釈はまさにサラ・ヴォーン流。自由で奔放な節回しとと
もに、いずれも完璧に歌いこなしてゆくのが素晴らしい。

女性ヴォーカル愛好家の間で、根強い人気を誇る歌手アン・フィリップスの代表作。
失恋の歌を中心に語りかけるように歌っており、聴く者の気分を盛り上げてくれる。

コルピックス時代の最後を飾ったストリングスとの共演作。デビュー時代にヒット
させた名曲の再演をはじめ、スタンダードなど、全編でニーナ節を堪能できる。

フィリピン出身の美人歌手が、おなじみのスタンダードを歌ったオシャレなボサ・ノヴァ・
アルバム。人気テナー奏者、ズート・シムズの参加も魅力のコルピックスの人気盤。

ジェラルド・ウィルソンの編曲、西海岸で録音された隠れた傑作。モダン・ジャズの名
曲とバラード中心の選曲で、オルガン・コンボをバックに情感たっぷりに歌い上げる。

WPCR-29247� 歌詞付 [ROULETTE]

アン・フィリップス『ボーン・トゥ・ビー・ブルー』
Aロンリーヴィル／Bアイヴ・ガット・トゥ・パス・ユア・ハウス・トゥ・ゲット・
トゥ・マイン／Cア・ストレンジャー・イン・タウン／Dアイ・ドント・ウォン
ト・トゥ・ウォーク・ウィズアウト・ユー／Eゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・ア
ナザー・ユー／Fホエン・サニー・ゲッツ・ブルー／Gボーン・トゥ・ビー・
ブルー／Hサタデイ・ナイト・イズ・ザ・ロンリエスト・ナイト・イン・ザ・
ウィーク／Iイージー・ストリート／Jフォー・ヘヴンズ・セイク／Kイッ
ト・クッド・ハプン・トゥ・ユー／Lユー・ドント・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ
アン・フィリップス（vo）、カーミット・レスリー（arr, cond）、オーケストラ

【録音】1959年　ニューヨーク

WPCR-292490� 歌詞付 [COLPIX]

『ニーナ・シモン・ウィズ・ストリングス』
Aアイ・ラヴズ・ユー・ポーギー／Bブラックバード／Cフォー
リング・イン・ラヴ・アゲイン／Dバブルズ・バングルズ・アン
ド・ビーズ／Eスプリング・イズ・ヒア／Fザッツ・オール／
Gチェイン・ギャング（ワーク・ソング）／Hザ・マン・ウィズ・
ア・ホーン／Iポーギー・アイ・イズ・ユア・ウーマン（ベス・
ユー・イズ・マイ・ウーマン）／Jピッグス・フット・アンド・ア・ボ
トル・オブ・ビア
ニーナ・シモン（vo, p）、ストリングス・オーケストラ他

【録音】1964年　ニューヨーク（推定）

WPCR-29248� 歌詞付 [COLPIX]

ヴァイ・ヴェラスコ〜ズート・シムズ『カンタンド・ボサ・ノヴァ』
Aアイ・ガット・リズム／Bリカード・ボサ・ノヴァ／Cア
イ・ガット・プレンティ・オ・ナッティン／D心の糸をかき
鳴らせ／Eチーク・トゥ・チーク／Fかくて天使は歌う／
Gドント・フール・ウィズ・ラヴ／Hユー・アンド・アイ／
Iドント・コール・ジョー／Jイグザクトリー・ライク・ユー
ヴァイ・ヴェラスコ（vo）、ズート・シムズ（ts）、マーキー・マコヴィッツ（tp）、ジ
ム・ホール（g）、マニー・アルバム、アル・コーン（arr）他

【録音】1962年10月1日、2日　ニューヨーク

WPCR-29250 国内初CD化 � 歌詞付 [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『サラ・シングス・ソウルフリー』
A蜜の味／Bホワット・カインド・オブ・フール・アム・
アイ／C涙の乾くまで／Dサーモネット／Eイン・ラ
ヴ・イン・ヴェイン／Fグレイヴィー・ワルツ／Gザ・
グッド・ライフ／Hモーニン／Iラウンド・ミッドナイ
ト／Jイージー・ストリート／K家に帰らないか／
Lミッドナイト・サン
サラ・ヴォーン（vo）、カーメル・ジョーンズ（tp）、テディ・エドワーズ（ts）、ジャッ
ク・ウィルソン（org）、ジェラルド・ウィルソン（arr）他

【録音】1963年5月、6月　ロサンゼルス

WPCR-29157

ジョニー・スミス
『デザインド・フォー・ユー』

WPCR-29151

フィル・ウッズ
『アライヴ・アンド・ウェル・
イン・パリス』

WPCR-29176�

ズート・シムズ
『オン・デュクレテ・トムソン』

WPCR-29169

ジーン・ハリス
『ジニー・イン・マイ・ソウル』
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WPCR-29183

ジョニー・スミス
『プラス・ザ・トリオ』

WPCR-29171

ベティ・セント・クレア
『ホワット・イズ・ゼア・トゥ・セイ』

WPCR-29175

サラ・ヴォーン
『スター・アイズ』

WPCR-29158�

ジョー・ピューマ～
ビル・エヴァンス

『ジャズ』

WPCR-29200

サラ・ヴォーン
『ロンリー・アワーズ』

WPCR-29184

ジーン・ハリス
『アワ・ラヴ・イズ・
ヒア・トゥ・ステイ』
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西海岸のサックス奏者、アレンジャーのジミー・ジュフリーが、シンプルな編成の中に彼
の音楽コンセプトを結実させた“ジミー・ジュフリー3”のデビュー・アルバムである。ジュ
フリーのサックス、クラリネットとギター、ベースによる室内楽的とも呼べるサウンド。
どこかフォーク的な香りを漂わせながらも、見事なインタープレイとスイングする楽し
さをもった演奏ばかりである。名曲〈ザ・トレイン・アンド・ザ・リヴァー〉も収録。

美しいハーモニーでメロディーを奏でてゆくジョニー・スミスならではの魅力が、よく発
揮されている作品である。〈ラヴ・フォー・セール〉や〈ラヴァー〉などのスタンダード・ナン
バーの解釈が、じつに個性的。いっぽう〈ティックル・トゥ〉〈ポッターズ・ラック〉などのジャ
ズ・オリジナルでのスウィングも圧巻。多くのジョニー・スミスのルースト作品の中にあっ
ても、ひときわジャジーな魅力をはなつ一枚になっている。

ジョニー・スミスのギターを中心とする美しいトリオのバックを、16人編成のストリング
ス・アンサンブルが優しく包み込んでゆく。演じられるのはスタンダード曲が中心。唯一
のスミスのオリジナル〈マイ・ディア・リトル・スウィートハート〉も優雅なワルツ・ナンバー
で、柔らかいハーモニーの中からスミスのギターがほのかに浮かび上がってくる。数多く
のジョニー・スミスのアルバムの中でも、とびきりロマンティックな作品になっている。

アフリカ志向を強く打ち出すとともに、ジャズとアフリカ音楽を融合させながら黒人の
自由と解放を謳い上げていったピアニストのランディ・ウェストン。「ウフル・アフリカ」
（アフリカに自由を！）は、そんなウェストンが心血を注いで書き上げた、全部で4つの楽
章からなる大作。複数のパーカッションを含めて、20数名からなるオーケストラにヴォー
カルもまじえ、ランディが見事に理念を結実させた壮大なアフリカン絵巻。

〈スウィンギン・シェパード・ブルース〉のヒットを放ったカナダ出身のフルート、サック
ス奏者のモー・コフマンが、58年に吹き込んだ続編ともいうべきジュビリー盤。ジャジー
なだけでなく、ポップ的なセンスももっているコフマンは、ここでも〈フルート・サラダ〉
〈マーティズ・モーグ〉をはじめとする5曲のオリジナルを書き下ろし。ラテン・アレンジに
よる〈アローン・トゥゲザー〉のエキゾティックな響きも興味深い。

「Vol.1」に続いて吹き込まれたもので、ベーシストとドラマーが入れ替わったものの、50
年代半ばから一緒にプレイをおこなっている気心の知れたメンバーどうしである。もち
ろんジョニー・スミスのソフトなハーモニー演奏が素晴らしく、一転してスウィンギーな
アドリブへと移るくだりが、とてもスリリング。〈イースト・オブ・ザ・サン〉をはじめとす
るスタンダードの名曲ばかり。ラテン・リズムを使った〈ディープ・ナイト〉も楽しい。

南米からアメリカへ渡って大活躍したアレンジャーのラロ・シフリン。そんな彼がまだ渡
米間もなかった頃にルーレットに吹き込んだ一枚で、ジャジーでありながらラテン・テイ
スト溢れる個性的なピアノ・タッチの魅力が味わえる。エキゾティックなオープニングの
〈ザ・スネークス・ダンス〉。そしてシフリンがディジー・ガレスピーのために書いた〈クッ
シュ〉もユニークなアレンジで聴かせる。初期のラテン=フュージョンの秀作の一枚。

ピアニストのフランキー・オルテガがトリオを率いて、ニューヨークの洒落たクラブ“エ
ンバーズ”で繰りひろげたハッピーなステージ。ライヴならではのリラックスした雰囲気
とともに、ラウンジ風の粋な演奏が耳にできる。クラブにちなんだ〈アット・ジ・エンバー
ズ〉で幕をあけたあとは、スタンダード曲に得意のラテン・ナンバーをまじえ、あくまで優
雅なテイストで聴かせてくれる。よき時代のクラブの雰囲気を感じさせる一作である。

映画『真夏の夜のジャズ』の劈頭を飾ったジミー・ジュフリーの代表傑作。クラリネッ
ト、テナー、バリトンと3種類のリード楽器を自在に操り、ギターとベースをバックに
した牧歌的でフォーク調のジャズ演奏を聴かせる。

ギターの名手が、カルテットではなくフォーサムと銘打ったシリーズの第1弾。バッ
プとクールを融合させた切れ味のある演奏を展開。ドビュッシーの名曲を含むソロも
秀逸。解説もスミス自ら執筆。

ルーストにおけるスミスの作品の中でもユニークな1枚。愛娘を描いたジャ
ケットも印象的で、心地よいストリングスとの共演はBGMとしても楽しめる。

詩人ラングストン・ヒューズとの共同作業で、自由なアフリカへの回帰を訴えた鬼才
の大作。メルバ・リストン編曲による雄大なサウンドもスケール満点。クラブ・シーン
でも人気の1枚。

知る人ぞ知るカナダの名手がジュビリーに残した隠れた名盤。前半はフルート、後
半はアルト・サックスを吹き、どちらも50年代のモダン・ジャズらしい演奏を繰り広
げる。

スミスの諸作のなかで、人気の高いフォーサム・シリーズの第2弾。「ディープ・ナイ
ト」「イースト・オブ・ザ・サン」などモダン・ジャズ人気曲を収録。格調高いピアノ・ソロ
も必聴。

ディジー・ガレスピーとの共演でも知られるアルゼンチン出身のピアニスト
が、ラテン・タッチのモダン・ジャズに取り組んだ隠れた名盤。

西海岸で活躍し、そのエンターテイメント性の高いピアノで人気を博したオルテガ
が、ニューヨークの名門クラブ『エンバーズ』に初出演した際に収録された記念すべ
きライヴ盤。

WPCR-29208� [ATLANTIC]

ジミー・ジュフリー３
Aゴッタ・ダンス／Bトゥー・カインズ・オブ・ブルー
ス／Cザ・ソング・イズ・ユー／Dクレイジー・シー・
コールズ・ミー／Eヴードゥー／Fマイ・オール／
Gザッツ・ザ・ウェイ・イット・イズ／Hクローダッド・
スーツ／Iザ・トレイン・アンド・ザ・リヴァー
ジミー・ジュフリー（cl BDFHI, tsCGI, bs AEI）、ジム・ホール（g）、
ラルフ・ペーニャ（b）

【録音】ACGI 1956年12月3日　ロサンゼルス、BDEFH 1956年12
月4日　ロサンゼルス

WPCR-29210　国内初CD化 � [ROOST]

ジョニー・スミス・フォーサム Vol. １
Aハロー・ヤング・ラヴァーズ／Bラヴ・フォー・セール／
C亜麻色の髪の乙女／Dラヴ・レターズ／Eティック
ル・トゥ／Fグッド・バイ／Gボディ・アンド・ソウル／
Hラヴァー／Iザ・ボーイ・ネクスト・ドア／Jポッター
ズ・ラック／Kオータム・ノクターン／Lバンド・エイド

ジョニー・スミス（g）、ボブ・パンコースト（p）、ノビー・トーター（b）、
ジェリー・シーガル（ds）

【録音】1957年3月18日　ニューヨーク

WPCR-29212� [ROOST]

ジョニー・スミス『マイ・ディア・リトル・スウィートハート』
Aマイ・ディア・リトル・スウィートハート／Bインディア
ン・サマー／C朝日のようにさわやかに／Dオール・
ザ・シングス・ユー・アー／Eイッツ・ソー・ピースフル・
イン・ザ・カントリー／Fワンス・イン・ア・ホワイル／
Gフラミンゴ／Hスプリング・イズ・ヒア／Iコートにす
みれを／Jイット・ネヴァー・エンタード・マイ・マインド
ジョニー・スミス（g）、ストリングス、アーウィン・コスタル（cond）、ジーン・オル
ロフ（vln, concertmaster）

【録音】1960年　ニューヨーク

WPCR-29214　国内初CD化 � [ROULETTE]

ランディ・ウェストン『ウフル・アフリカ』
Aイントロダクション／Bウフル・クワンザ／Cアフ
リカン・レディ／Dバンツー／Eクチェザ・ブルース
ランディ・ウェストン（p）、クラーク・テリー（tp, flh）、フレディ・ハバード（tp）、ス
ライド・ハンプトン、ジミー・クリーヴランド（tb）、ジュリアス・ワトキンス（fhr）、
ジジ・グライス（as, fl）、ユセフ・ラティーフ（ts, fl, oboe）、サヒブ・シハブ（as, 
bs）、バド・ジョンソン（ts, cl）、セシル・ペイン（bs）、ケニー・バレル（g）、ジョー
ジ・デュヴィヴィエ、ロン・カーター（b）、マックス・ローチ、チャーリー・パーシッ
プ（ds）、マーサ・フラワーズ、ブロック・ピーターズ（vo）、トゥンテメケ・サンガ

（narrator）、メルバ・リストン（arr） 他

【録音】1960年11月17日、18日　ニューヨーク

WPCR-29209　国内初CD化 � [JUBILEE]

モー・コフマン『ザ・シェパード・スウィングス・アゲイン』
Aフルート・サラダ／Bマーティズ・モーグ／Cドキ
シー／Dアローン・トゥゲザー／Eバミューダ・シュ
ワルツ／Fホワット・キャン・ユー・ドゥ／Gクラウド・
ナイン／Hシュア・イット・イズ

モー・コフマン（flA-D, asE-H）、エド・ビッカート（g）、ヒュー・カ
リー（b）、ロン・ルリー（ds）

【録音】1958年3月24日　トロント

WPCR-29211　国内初CD化 � [ROOST]

ジョニー・スミス・フォーサム Vol. ２
Aエンジェル・アイズ／Bディープ・ナイト／Cジー
ズ・フーリッシュ・シングス／Dイースト・オブ・ザ・サ
ン／Eゼアズ・ア・スモール・ホテル／Fローラ／
G二人でお茶を／Hユー・ゴー・トゥ・マイ・ヘッド／
I僕はセンチになったよ／J心の糸をかき鳴らせ

ジョニー・スミス（g）、ボブ・パンコースト（p）、ジョージ・ルーマニ
（b）、マウジー・アレキサンダー（ds）
【録音】1957年9月　ニューヨーク

WPCR-29213� [ROULETTE]

ラロ・シフリン『ラロ=ブリリアンス』
Aザ・スネークス・ダンス／Bサンパウロの夜／Cデ
サフィナード／Dクッシュ／Eリズマニング／Fマウ
ント・オリーヴ／Gクバノ・ビー／Hスファイロス

ラロ・シフリン（p）、レオ・ライト（as, fl）、ジミー・レイニー（g）、
アート・デイヴィス（b）、ルディ・コリンズ（ds）、ウィリー・ロドリゲス

（cga, bgo）

【録音】1962年　ニューヨーク

WPCR-29215　国内初CD化 � [JUBILEE]

フランキー・オルテガ『アット・ジ・エンバーズ』
Aアット・ジ・エンバーズ／B木の葉の子守歌／Cハウ・
アバウト・ユー／Dザッツ・オール／Eグラナダ／F『マ
イ・フェア・レディ』メドレー：［踊り明かそう〜君住む街
角〜忘れられない彼女の顔〜踊り明かそう（リプリー
ズ）］／Gクマーナ／H枯葉／I80日間世界一周／
Jセプテンバー・ソング／K夢から覚めて／Lタブー
フランキー・オルテガ（p）、バート・ハンソン（b）、ウォルター・セイジ（ds）

【録音】1959年　ニューヨーク『エンバーズ』でのライヴ

豪華なメンバーによるアンサンブルをバックに、ソニー・スティットがアルトとテナー・サックスを朗々
と吹きまくっている。〈オルフェのサンバ〉などを除くと、ほとんどがモーリス・レヴィ（ルーレット社
の社長）とプロデューサー、ヘンリー・グローヴァーの共作。そしてジャム・セッション的な〈スティッ
トズ・ソング〉以外は、ほとんどスティットのワンマン・アルバムといった様相をみせている。スティッ
トのバップ・スピリットをいやが上にも見せつけられるような一枚。

あの「ミンガス・プレゼンツ・ミンガス」が吹き込まれる3ヵ月前、同メンバーにテナーの
ブッカー・アーヴィンが加わったフランス“アンティーブ・ジャズ祭”での熱いステージの
模様がとらえられている。〈水曜の夜の祈りの集い〉をはじめとするブルース、ゴスペル色
の強いナンバーを奔放に吹きまくるエリック・ドルフィーのプレイが限りなくスリリング。
〈四月の想い出〉にピアノのバド・パウエルがゲスト参加しているのも嬉しい。

哀愁を帯びたメロディーがハーモニカによって奏でられる〈ウォーター・フォー・ロブソン・アン
ド・ウィリアムズ〉。ラテン・リズムに乗せて熱狂的なフルート・ソロが聴ける〈ドナ・リー〉。ロイ・
ヘインズとカークの壮絶なバトル・デュオがフィーチュアされる〈シモーネ〉。親しみやすいメロ
ディーに込められた、ローランド・カークならではのサウンド・マジック。めくるめくカークの多彩
な表現世界に圧倒される、アトランティック時代のラスト作である。

ベニー・グッドマン楽団のメンバーとして1962年、歴史的なソ連公演をおこなったバン
ドのピックアップ・メンバーを中心に、アメリカへ戻った直後に制作されたアルバムで、
〈ヴォルガの舟歌〉や〈モスクワ郊外の夕べ〉〈ロシアン・ララバイ〉〈黒い瞳〉など、ロシアに
ちなんだナンバーが演奏されているのが興味深い。そしてズート・シムズやフィル・ウッ
ズをはじめとするプレイヤーたちのスウィンギーなソロが、とても素晴らしい。

30年に及ぶCBS時代に終わりを告げてワーナーへと移籍したマイルス・デイヴィスの、
このレーベルからの第1弾。トミー・リピューマ・プロデュースのもと、マーカス・ミラーを
音楽監督にむかえて制作されたマイルス流ブラック・ファンクの世界。ノーベル平和賞を
得たデスモンド司教の名をとったタイトル曲をはじめ、色彩的なバックを得ても変わら
ないマイルスのミュート・トランペットの響きが心に突き刺さる。

ジャズの革命児オーネット・コールマンが、テナー・サックスを吹いている異色の1枚であ
る。アルトではなくテナーを手にしたからといって、オーネットのアブストラクトな魅力
は変わらない。同時に、ここではテナー・サックスに特有のアーシーな響きが、オーネット
独自の表現に生かされているのがじつに興味深いところ。オーネットのアトランティッ
ク時代の最後を飾る、興味のつきないリーダー・セッションである。

マサチューセッツ州にある避暑地として知られたレノックスで毎年夏に開かれていた
“ミュージック・イン”。その中心メンバーだったジョン・ルイス率いるMJQが同地で吹き
込んだもので、3曲にはゲストにジミー・ジュフリーが参加している。室内楽的サウンドを
模索していったジュフリーとMJQの音楽は資質的にもぴったりのものがあって、知的セ
ンスあふれる洗練とともに、見事なインタープレイを耳にすることができる。

ビ・バップの流れを汲むスティットがビッグ・バンドをバックに安定感の
あるソロを披露した60年代中期の快作。

仏の名門ジャズ祭で繰り広げた白熱のライヴ。
「四月の想い出」では盟友バド・パウエルとの再会がついに実現！

渦巻くハープと荘厳なチェロの響きが印象的なカーク晩年の人気盤。スピリチュア
ルな「エニシャ」、サンバ・リズムに乗った「ドナ・リー」、ドラムが冴えるワルツ「シ
モーネ」など、聴きどころ満載。

ソ連の楽旅を終えたモダン派の精鋭が帰国後ロシア民謡などを題材
に軽妙な演奏を聴かせた人気盤。

記念すべきワーナー移籍第1弾。トミー・リピューマ＆マーカス・ミラーとのコラ
ボレイションで作り上げた、80年代復活後のマイルスが残した金字塔的作品。

普段はアルト・サックスを演奏するオーネットが、全編テナー・サックスに取り組
んだ異色作。ベースはコルトレーンのカルテットで活躍したジミー・ギャリソン。

ジュフリーをゲストに迎えた初期の名盤。知的に抑制されたグルー
プ・サウンドと、素朴なクラリネットの調和がそこはかとなく美しい。

WPCR-29202� [ROULETTE]

ソニー・スティット『ザ・マタドールズ・ミート・ザ・ブル・スティット！』
Aデュークテイション／Bトゥウォナ／Cアイシー・ス
トーン／Dピンク・グローヴス／Eレット・マイ・ピープル・
スプリット／Fオルフェのサンバ／Gリベリアン・ラヴ・ソ
ング／Hハンカチーフ・ヘッド／Iスティットズ・ソング
ソニー・スティット（as, ts）、ジョー・ニューマン（tp, flh)、クラーク・テリー（tp, flh）、アービー・グリーン（tb）、
J.J.ジョンソン（tb）、エディ“ロックジョウ”デイヴィス（ts）、ジョージ・バーグ（bs）、“ワイルド・ビル”デイヴィ
ス（org）、ジュニア・マンス（p）、ビリー・テイラー（p）、レス・スパン（g）、バリー・ガルブレイス（g）、ミルト・ヒ
ントン（b）、エディ・サンフランスキー（b）、ウォルター・パーキンス（ds）、ジョー・キューバ（timbale）、レイ・バ
レット（congo）、ティト・プエンテ（timbale）、フレッド・ノーマン（arr）、ヘンリー・グローヴァー（arr）

【録音】1966年3月　ニューヨーク

WPCR-29204� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『ミンガス・アット・アンティーブ』
A水曜の夜の祈りの集い／Bプレイヤー・フォー・
パッシヴ・レジスタンス／Cホワット・ラヴ？／D四月
の想い出／Eフォーク・フォームスⅠ／Fベター・ギッ
ト・ヒット・イン・ユア・ソウル
チャールス・ミンガス（b, pAF）、テッド・カーソン（tp）、エリック・ドルフィー

（as, b-clC）、ブッカー・アーヴィン（ts）、バド・パウエル（pD）、ダニー・リッチ
モンド（ds）

【録音】1960年7月13日　フランス、ジュアンレパン『アンティーブ・ジャズ・
フェスティヴァル』でのライヴ

WPCR-29206� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『アザー・フォークス・ミュージック』
Aウォーター・フォー・ロブソン・アンド・ウィリアムズ／Bザッ
ツ・オール／Cドナ・リー／Dシモーネ／Eエニシャ／Fサ
ンバ・クワ・ムワナンク・ムウェウシ／Gアライヴァル
ローランド・カーク（ts, fl, manzello, stritchaphone, reed-tp, hca, etc. 
arr A-E）、マティアス・ピアソン（b, arr F）、ヒルトン・ルイズ（p, arr G）、
トゥルーディ・ピッツ（p, el-p, arr E）、ロイ・ヘインズ、ソニー・ブラウン（ds）、
アーサー・ジェンキンス、ヘイバオ・テクシドール（perc）、カーミット・ムーア

（cello）、グロリア・エイゴスティーニ（harp）、リチャード・ウィリアムス（tp）

【録音】1976年3月　ニューヨーク

WPCR-29201� [COLPIX]

ズート・シムズ＆フィル・ウッズ『ジャズ・ミッション・トゥ・モスコー』
Aミッション・トゥ・モスコー／Bヴォルガの舟歌／
Cモスクワ郊外の夕べ／Dレッツ・ダンス／Eロシ
アン・ララバイ／F黒い瞳

ズート・シムズ（ts）、フィル・ウッズ（as, cl）、ジェリー・ドジオン（as, 
fl）、ジーン・アレン（bs）、ジミー・マックスウェル、マーキー・マコ
ヴィッツ（tp）、ウィリー・デニス（tb）、エディ・コスタ（p）、ビル・クロ
ウ（b）、メル・ルイス（ds）、アル・コーン（arr, cond）

【録音】1962年7月12日　ニューヨーク

WPCR-29203� [WARNER BROS.]

マイルス・デイヴィス『ＴＵＴＵ』
ATUTU／Bトーマス／Cポーシア／Dスプラッ
チ／Eバックヤード・リチュアル／Fパーフェクト・ウェ
イ／Gドント・ルーズ・ユア・マインド／Hフル・ネルソン
マイルス・デイヴィス（tp）、マーカス・ミラー（synthesizer programming、bE、all other 
instruments、arr）、ジェイソン・マイルス（synthesizer �programming）、アダム・ホルツマン

（synthesizer programming, synth soloD）、ポウリーニョ・ダ・コスタ（percACDE）、
スティーヴ・リード（percD）、ジョージ・デューク（other instrumentsE）、オマー・ハキム

（dsB, percB）、バーナード・ライト（synthBG）、マイケル・ウルバニアク（el-vlnG）
【録音】E1986年2月6日　ロサンゼルス／D1986年2月10日　ロサンゼルス／A1986年2月11日　
ロサンゼルス／C1986年2月13日　ロサンゼルス／BFGH1986年3月12～25日　ニューヨーク

WPCR-29205� [ATLANTIC]

オーネット・コールマン『オーネット・オン・テナー』
Aクロス・ブリーディング／Bマパ／Cアンファ
ン／Dイオス／Eイカーズ

オーネット・コールマン（ts）、ドン・チェリー（tp）、ジミー・ギャリソン
（b）、エド・ブラックウェル（ds）

【録音】1961年3月22日、27日

WPCR-29207� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット・ウィズ・ジミー・ジュフリー
Aべスはどこに／Bフーガ・フォア・ミュージック・イ
ン／C2度東、3度西／Dセレナーデ／Eファン／
Fサン・ダンス／Gザ・マン・ザット・ガット・アウェイ／
Hパリの朝／Iイングランズ・キャロル ＃1

［オリジナルLP未収録曲］Jサン・ダンス（別テイク）＊	

＊ MONO
ACF-I：ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ（ds）
BDE：上記メンバーにジミー・ジュフリー（cl）が加わる

【録音】1956年8月28日　マサチューセッツ州レノックス『ミュージック・イン』でのライヴ

2017年4月26日発売

第7弾
（全25タイトル）



1962年の夏に31歳という若さで世を去ってしまった名ピアニスト、ヴァイブ奏者のエ
ディ・コスタ。彼の死を悼んで“ヴィレッジ・ゲイト”で開かれたコンサートの模様を収め
ている。生前にコスタとプレイしたクラーク・テリー、コールマン・ホーキンスという両ベ
テランが参加。とくにテリーが名人芸を聴かせる〈昔はよかったね〉や、ホーキンスがいっ
ぱいに情感をふりまいてみせる〈アイム・コンフェッシン〉が聴きものになっている。

40年代から第一線で活躍を繰りひろげてきたドラマーのスペックス・パウエル。ここでのビッ
グ・コンボによる演奏ではサヒブ・シハブ、ジミー・クリーヴランドらの名手によるソロとともに、
ごきげんなノリをもった楽しいサウンドを耳にすることができる。スウィングからバップ～モダ
ンにいたる多くの名セッションに参加してきたベテランであるものの、パウエルがのこしたリー
ダー作はこの一作のみで、これはとても貴重なものとなっている。

ピアニスト、シンガーとしてだけでなく、エンタテイメント界でマルチな才能を発揮して
いったフランキー・ランドールが、まだチコ・ランドールと名乗っていた時代に吹き込ん
だデビュー・アルバム。ここではスウィンギーで達者なピアノ・タッチを聴かせるとともに、
ちょっとチェット・ベイカーを思わせるようなクールなヴォーカルも披露してみせている。
ラウンジ感覚あふれるチコの小粋なセンスが、とても魅力的な一枚になっている。

評論家のアイラ・ギトラーに絶賛されたマーサ・ヘイズがのこした、唯一のジュビリー盤。
彼女はジュリアードでピアノを学んだという本格派で、クラブで弾き語りもやっていた
が、ここではヴォーカルに専念。スタンダード・ナンバーばかりを、じっくりと歌い聴かせ
てくれる。ハスキーな歌声で、けだるいムードをいっぱいにふりまいてゆくのが魅力。サッ
クスを加えたカルテットのバッキングも、じつに良いムードを描き出している。

トラッド・トロンボーンの巨匠、ジャック・ティーガーデンのルーレットへの最後の吹き
込みになる61年の作品。当時のレギュラー・グループによる演奏で〈ジャズ・ミー・ブルー
ス〉〈クラリネット・マーマレイド〉〈マホガニー・ホール・ストンプ〉などの名作をハッピー
に聴かせてくれる。ジェリー・ロール・モートンの名作〈ザ・パールズ〉をとりあげているの
も嬉しい。ディキシーランド・ジャズの楽しさを気軽に味わうことのできる一作。

トップ・オーケストラのために優れたペンをふるった名編曲者のビル・ポッツが、アン・マー
グレット主演のミュージカル「バイ・バイ・バーディー」のナンバーをジャズ・アレンジで
聴かせてくれる。クラーク・テリーやフィル・ウッズ、ジーン・クイルなどのトップ・プレイ
ヤーたちが参加。そのフィル・ウッズがテナーを吹いているのにも注目したい。コルピッ
クスからリリースされた、とびきり楽しいミュージカル・ジャズの一枚。

女優としても知られるコーラ・リー・デイがルーレットに吹き込んだアルバム。ビリー・ホ
リデイをこよなく愛する彼女の歌声からは、ビリー譲りのイントネイションとともに、ブ
ルージーな雰囲気が発散されてゆく。ハリー・エディソン、イリノイ・ジャケーらの豪華メ
ンバーがバックを担当。このあと彼女は歌の世界から遠ざかってしまうので、これは貴重
な一枚。エキゾティックで美しいアルバム・カヴァーも、とても素敵である。

コルピックスからの作品によって名声を高めていったニーナ・シモンが、初めて“カーネ
ギー・ホール”の舞台に立ったときの模様がおさめられている。レパートリーの多彩さは
もとより、コンサート・ピアニストを目指していたというニーナだけあって、ステージは
クラシック的な要素や、独特なピアノ・プレイにも比重のおかれたものになっている。ユ
ニークな個性に彩られたニーナ・シモンならではのパフォーマンスが味わえる一枚。

1962年7月に自動車事故のため、31歳という若さで逝ったエディ・コスタを偲ん
で、音楽仲間が集まって行われたコンサートのライヴ盤。人気ピアニスト、ソニー・ク
ラークの参加も貴重。

小気味よいプレイで定評のあるドラマーがリーダーとなって、共演者たちの個性
豊かなソロとアンサンブルをバランスよくちりばめたスウィング感満点の快作。

後年フランキーと改名し、成功を収めたランドールが、ルーレットに残したデビュー
作。ナット・キング・コール派の若き名手としての魅力を満喫できる。全12曲中4曲は
ピアノ・トリオのみの演奏。

マニア好みの渋い歌声をもつ女性歌手が、コンボをバックにジャジーな歌唱を披露
したジュビリー初期のレア盤。ペギー・リー、ビリー・ホリデイの歌で知られる名曲を、
ぬくもりのある独特の声で歌っている。

トラッド・トロンボーンの大家ティーガーデンが、自身のレギュラー・グループで、そ
の本領を発揮した作品。ルーレットにおけるティーガーデンの最終作でもある。

『ポーギーとベス』のジャズ化でアレンジャーとしての才能を認められたポッツが、
映画化もされたブロードウェイの人気ミュージカルの音楽に挑戦したスウィング感
あふれる快作。

晩年、女優としても活躍したコーラ・リー・デイが、60年に、歌手として発表した希
少作。ジミー・ジョーンズの編曲をはじめ、オーケストラとコンボのサポートも見事。

同日録音の『フォークシー・ニーナ』に先立って発表され、ニーナの名声を決定的とし
た大舞台の記念すべきライヴ。なかでも「さくらさくら」のメロディーが聴ける「サヨ
ナラ・テーマ」は、日本人には格別の感動を与えてくれる必聴のトラックだ。

WPCR-29216� [COLPIX]

クラーク・テリー、コールマン・ホーキンス、ソニー・クラーク
『エディ・コスタ・メモリアル・コンサート』
Aイントロダクション／Bザ・シンプル・ワルツ／
C昔はよかったね／Dアイム・コンフェッシン／
Eジャスト・ユー、ジャスト・ミー
A-C：クラーク・テリー（tp, flh）、ウィリー・デニス（tbC）、ディック・ハイマン

（p）、アート・デイヴィス（b）、オシー・ジョンソン（ds）
D：コールマン・ホーキンス（ts）、ソニー・クラーク（p）、チャック・イスラエル

（b）、ロイ・ヘインズ（ds）
E：上記メンバーにマーキー・マコヴィッツ（tp）、アービー・グリーン（tb）が加わる。

【録音】1962年10月8日　ニューヨーク『ヴィレッジ・ゲイト』でのライヴ

WPCR-29218� [ROULETTE]

スペックス・パウエル『ムーヴィン・イン』
Aアンディサイデッド／Bオール・オア・ナッシング・
アット・オール／Cイッツ・ア・ピティ・トゥ・セイ・グッ
ドナイト／Dユー・ドント・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ／
Eザ・スパイダー／Fラット・レース／Gサスペンショ
ン／Hロックド・アウト／Iヒーズ・マイ・ガイ／J四月
の思い出／Kディスポゼスト／Lムーヴィン・イン
スペックス・パウエル（ds）、レイ・コープランド（tp）、ジミー・クリーヴランド

（tb）、サヒブ・シハブ（as, bs）、ハンク・ジョーンズ（p）他
【録音】1957年2月13日、20日　ニューヨーク

WPCR-29220� 歌詞付  [ROULETTE]

チコ・ランドール『リラクシン・ウィズ・チコ・ランドール』
Aゼア・ウィル・ネヴァー・ビー・アナザー・ユー／Bア
ワ・ラヴ・イズ・ヒア・トゥ・ステイ／Cビリー・ボーイ／
Dホエン・アイ・フォール・イン・ラヴ／Eバードラン
ドの子守唄／F春の如く／Gジス・キャント・ビー・
ラヴ／Hウィロー・ウィープ・フォー・ミー／IＢ．Ｃ．
ブルース／Jスプリング・イズ・ヒア／Kイフ・アイ・
ワー・ア・ベル／Lジプシー・イン・マイ・ソウル
チコ・ランドール（p, vo）、アーモンド・タリエロ（b）、トニー・インザラコ（ds）

【録音】1958年　ロサンゼルス（推定）

WPCR-29222　国内初CD化 � 歌詞付  [JUBILEE]

マーサ・ヘイズ『ア・ヘイズ・ネイムド・マーサ』
Aバイ・マイセルフ／Bハウ・ロング・ハズ・ジス・ビー
ン・ゴーイング・オン／Cブラック・コーヒー／Dゲッ
ト・アウト・オブ・タウン／Eイット・ネヴァー・エンター
ド・マイ・マインド／Fリトル・ガール・ブルー／Gイ
エスタデイズ／Hグッド・モーニング・ハートエイ
ク／Iジプシー・イン・マイ・ソウル
マーサ・ヘイズ（vo）、ルー・フラットゥロ（as）、スティーヴ・フォスター（p）、ドン・
ルッソ（b）、レイ・アレキサンダー（ds）

【録音】】1955年　ニューヨーク

WPCR-29217　国内初CD化 � 歌詞付  [ROULETTE]

ジャック・ティーガーデン『ディキシー・サウンド・オブ・ジャック・ティーガーデン』
Aジャズ・ミー・ブルース／Bクラリネット・マーマレ
イド／Cマホガニー・ホール・ストンプ／Dアトラン
タ・ブルース／Eザ・パールズ／Fタップ・ルーム・
ブルース／Gランニン・ワイルド／Hミレンバーグ・
ジョイズ／Iサムバディ・ラヴズ・ミー
ジャック・ティーガーデン（tb, vo）、ドン・ゴールディ（tp, vo）、ヘンリー・クエス
タ（cl）、ドン・ユール（p）、スタン・パルス（b）、バレット・ディームズ（ds）

【録音】1961年1月29日〜2月5日　シカゴ

WPCR-29219� [COLPIX]

ビル・ポッツ〜フィル・ウッズ〜ジーン・クイル『バイ・バイ・バーディー』
Aバイ・バイ・バーディー／Bロージー／Cハウ・ラヴリー・トゥ・ビー・
ア・ウーマン／Dプット・オン・ア・ハッピー・フェイス／Eワン・ラスト・
キス／Fア・ロット・オブ・リヴィン・トゥ・ドゥ／Gベイビー、トーク・トゥ・
ミー／Hキッズ／Iワン・ボーイ（ワン・ガール)／Jザ・クローザー
ビル・ポッツ（arr, cond）、フィル・ウッズ（as, ts, cl）、ジーン・クイル（as, cl）、
クラーク・テリー（tp, flh）、マーキー・マコヴィッツ、ジョー・ニューマン、アー
ニー・ロイヤル（tp）、ウィリー・デニス（tb）、ロン・オドリッチ（fl, ts, b-cl）、ビ
リー・コスタ（p）、ミルト・ヒントン（b）、ソル・グービン（ds）

【録音】1963年　ニューヨーク

WPCR-29221　国内初CD化 � 歌詞付  [ROULETTE]

コーラ・リー・デイ『マイ・クライング・アワー』
Aマイ・クライング・アワー／Bホエン・ユア・ラヴァー・ハズ・ゴーン／Cトラブル・
イズ・ア・マン／Dザ・ヴェリー・ソート・オブ・ユー／Eアイ・シー・ア・ミリオン・ピープ
ル／Fエイント・ノー・ユース／Gイット・イズント・フェア／Hユー・トート・ミー・ハウ・
トゥ・クライ／Iウィーピング・ウィロウ／Jトライ・ア・リトル・テンダネス／Kアイ
ム・ゴナ・ラフ・ユー・アウト・オブ・マイ・ライフ／Lザ・マスカレード・イズ・オーヴァー
コーラ・リー・デイ（vo）、ハリー・エディソン（tp）、イリノイ・ジャケー（ts）、ジミー・ジョー
ンズ（p, arr, cond）、フレディ・グリーン（g）、バリー・ガルブレイス（g）、エディ・ジョー
ンズ（b）、オシー・ジョンソン（ds）、オーケストラ、ジェリー・ヴァレンタイン（arr）

【録音】1960年6月　ニューヨーク

WPCR-29223� 歌詞付  [COLPIX]

ニーナ・シモン・アット・カーネギー・ホール
Aブラック・スワン／Bサムソンとデリラのテー
マ／Cイフ・ユー・ニュー／Dサヨナラ・テーマ／
Eザ・トゥエルフス・オブ・ネヴァー／Fウィル・アイ・
ファインド・マイ・ラヴ・トゥデイ／Gジ・アザー・ウー
マン〜コットン・アイド・ジョー
ニーナ・シモン（vo, p, arr）、アル・シャックマン、フィル・オーランド（g）、ライ
ル・アトキンソン（b）、モンテゴ・ジョー（ds, perc）

【録音】1963年5月12日　ニューヨーク『カーネギー・ホール』でのライヴ

「同 Vol.1」の続編で、こちらのほうは〈バーニーズ・チューン〉〈ティックル・トゥー〉といっ
たジャズメンの名オリジナルや、〈ラヴァー・カム・バック・トゥ・ミー〉〈ネイチャー・ボー
イ〉といったスタンダード曲をボサ・ノヴァ・テイストで演奏しているのが聴きどころ。
「Vol.1」と同様に豪華なメンバーが参加。ズート・シムズの卓越したメロディック・センス
はもちろんのこと、ジム・ホールのギター・プレイも光っている。

ラリー・コリエル、ジョン・スコフィールド、フィリップ・カテリーンという個性あふれる
ギタリストを加えて展開される強烈なミンガス・ミュージック。エリントンをはじめとす
るさまざまなブルース解釈を色彩的に紡ぎ合わせたタイトル曲をはじめ、鮮烈なソロ・リ
レーが耳にできる〈ノーバディ・ノウズ〉。そして旧作〈ベター・ギット・ヒット…〉〈グッドバ
イ、ポークパイ・ハット〉のギター・ソロ・ヴァージョンなど、コクのある演奏が並ぶ。

白人の名テナー・サックス奏者、ズート・シムズによるボサ・ノヴァ・アルバムで、何といっ
ても聴きものは〈リカード・ボサ・ノヴァ〉。当時シングル盤としてもカットされた演奏で、
イーディ・ゴーメが〈ザ・ギフト〉のタイトルで録音する前の吹き込み。クールなビートをバッ
クに、ズートのメロディックなノリがじつに気持ちよい。スタン・ゲッツの「ジャズ・サンバ」
に対するウラ名盤的な位置づけをもっているアルバムである。

あくなき探究を止めることのなかったマイルス・デイヴィスが、最晩年におこなったラッ
プ～ヒップホップのイージー・モー・ビーとのセッション。モー・ビーとの6曲の他に“ラバー
バンド・セッション”として知られる演奏から、マイルスのトランペット・ソロをサンプリ
ングした2曲を加えてこのアルバムが完成した。ラップと自然に溶け込み、強烈な自己主
張をおこなってゆくマイルス。ここにもゆるぎないマイルスの本質がある。

ジャズ、ブラック・ミュージック界の天才マルチ・リード・プレイヤーだったローランド・カー
クが77年、ワーナー・ブラザーズに吹き込んだ彼のラスト・アルバム。古いジャズの伝統的
なスタイルをカークなりに再現してみせたタイトル曲をはじめ、カークならではの深い
ブルース・フィーリング、どす黒いソウルや、彼のユーモアのセンスといったものが、まる
で玩具箱をひっくり返したように、さまざまに飛び出してくる大傑作盤。

抜群のスウィング感を誇る人気テナー奏者のズート・シムズが当時流
行のボサ・ノヴァにチャレンジした第2弾。

ジョン・スコ、ロン・カーターを含むオールスターズによる晩年の
人気盤。前半は名曲の再演、後半は新曲という構成が魅力。

人気テナー奏者のズート・シムズが大編成で、当時流行のボサ・ノヴァ
にチャレンジしたコルピックス人気盤。

死後発表され、すべての音楽ファンに衝撃を与えた帝王、最後のスタ
ジオ録音。ヒップホップやラップへの挑戦、融合を試みた問題作。

天才ローランド・カークの遺作。半身不随になりながらも、ブルース、ブギ・ウギ、ホン
キー・トンクといったトラディショナルなスタイルを基調に人間愛に満ちたスピリチュ
アルな世界を表現。愛と感動の大名盤。

WPCR-29227� [COLPIX]

ズート・シムズ『ニュー・ビート・ボサ・ノヴァ Vol.2』
Aバーニーズ・チューン／Bポキート・カンタンド／
Cティックル・トゥー／Dロンサム・ロード／Eイ
ンスタント・サンバ／Fゼイ・コール・ザ・ウィンド・
マリア／Gラヴァー・カム・バック・トゥ・ミーHネイ
チャー・ボーイ／Iリーチング・フォー・ザ・ムーン／
Jドント・フール・ウィズ・ラヴ
ズート・シムズ（ts）、スペンサー・シナトラ、ロン・オドリッチ、フィル・ボドナー

（fl）、ジム・ホール、バリー・ガルブレイス（g）、ミルト・ヒントン（b）、ウィリー・ロ
ドリゲス（perc）他
【録音】1962年11月　ニューヨーク

WPCR-29229� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『スリー・オア・フォア・シェイズ・オブ・ブルース』
Aベター・ギット・ヒット・イン・ユア・ソウル／Bグッ
ドバイ、ポークパイ・ハット／Cノディン・ヤ・ヘッド・
ブルース／Dスリー・オア・フォア・シェイズ・オブ・ブ
ルース／Eノーバディ・ノウズ
チャールス・ミンガス（b, arrD）、ジョージ・コールマン（asA-D, tsA-D）、ソニー・
フォーチュン（asE）、リッキー・フォード（ts）、ジャック・ウォルラス（tp）、フィリップ・カテ
リーン（gA-C）、ラリー・コリエル（gA-D）、ジョン・スコフィールド（gDE）、ボブ・ネロ
ムズ（p）、ジミー・ロウルズ（pD）、ジョージ・ムラーツ（bA-C）、ロン・カーター（bE）、
ダニー・リッチモンド（ds）、ポール・ジェフリー（arrA-CE）

【録音】1977年3月9日　ニューヨーク（A-C）、1977年3月10日　ニューヨーク
（D）、1977年3月11日　ニューヨーク（E）

WPCR-29226� [COLPIX]

ズート・シムズ『ニュー・ビート・ボサ・ノヴァ Vol.1』
Aリカード・ボサ・ノヴァpt.1／Bリカード・ボサ・ノ
ヴァpt.2／Cカノ・カノエ／Dコンタンド・ア・オルケス
トラ／Eシウーメ／Fマリア・ニンゲン／Gセム・サウ
ダージ・デ・ヴォーチェ／Hバルキーニョ・デ・パペル
ズート・シムズ（ts）、スペンサー・シナトラ（picc, fl）、ロン・オドリッチ（fl, cl）、
フィル・ウッズ（cl）、ジーン・クイル（cl, b-cl）、ジム・ホール、ケニー・バレル

（g）、アート・デイヴィス（b）、ソル・グービン、テッド・ソマー、ウィリー・ロドリゲス
（perc）

【録音】1962年8月20日　ニューヨーク

WPCR-29228� [WARNER BROS.]

マイルス・デイヴィス『ドゥー・バップ』
Aミステリー／Bザ・ドゥー・バップ・ソング／Cチョ
コレート・チップ／Dハイ・スピード・チェイス／Eブ
ロウ／Fソニア／Gファンタジー／Hデューク・
ブーティ／Iミステリー（リプリーズ）

マイルス・デイヴィス（tp）、ケニー・ギャレット（as）、デロン・ジョン
ソン（key）、イージー・モー・ビー（prog, samples, rap） 他

【録音】1991年1月、2月　ニューヨーク

WPCR-29230� [WARNER BROS.]

ローランド・カーク『ブギ・ウギ・ストリング・アロング・フォー・リアル』
Aブギ・ウギ・ストリング・アロング・フォー・リアル＊／
Bアイ・ラヴズ・ユー・ポーギー＊／Cメイク・ミー・ア・パ
レット・オン・ザ・フロア／Dヘイ・ベイブビップス／Eイ
ン・ア・メロー・トーン／Fサマータイム＊／Gドルサー
ンズ・ウォーク／Hウォーターゲイト・ブルース� ＊MONO

ローランド・カーク（ts）、スティーヴ・トゥーレ（tb）、ジミー・バフィントン（fhr）、
ヒルトン・ルイス、サミー・プライス（p）、フィリップ・ボウラー（b）、ソニー・ブラウ
ン（ds）他

【録音】1977年　ニューヨーク

若くして亡くなったダイナ・ワシントンが、ルーレットにのこした名唱集。彼女の死後に
リリースされたもので、既発のルーレット・アルバムに含まれなかったものを中心に集め
ている。とくにブルージーな表情でしっとりと歌われる〈ジーズ・フーリッシュ・シングス〉
が最高。全体に落穂拾い的な性格をもっているものの、ダイナの表現はすべてが素晴らし
く、あらためてダイナの豊かな表現力を堪能することができる一作になっている。

“スウィート”というタイトルが付けられているものの、これは甘さを押し出したアルバ
ムではない。サラのバックを彩るラロ・シフリンのアレンジが、とても新鮮。カラフルな
オーケストレイションを得て〈アイ・ガット・リズム〉〈ジス・キャント・ビー・ラヴ〉などでは、
とびきりジャジーでダイナミックな歌唱を聴かせる。そしてとろけるようにメロウな〈レ
イジー・アフタヌーン〉。サラの実力に酔いしれる好アルバムである。

1962年から63年にかけてルーレットに残した録音から、既発アルバム未収録の
音源を中心に編まれた追悼盤第3弾。ストリングスやビッグ・バンドなど豪華な伴奏
をバックにバラードを中心に歌っており、ゆったり楽しめる。

ガレスピーとの共演で注目を集めたアルゼンチンの鬼才ラロ・シフリンの編曲・指
揮によるオーケストラをバックに、情感豊かな歌を披露したルーレット後期の秀作。

WPCR-29224　国内初CD化 � 歌詞付  [ROULETTE]

ダイナ・ワシントン『ラスト・アルバム』
Aホワッツ・ニュー／Bアイ・ユースト・トゥ・ラヴ・ユー／Cアイル・ネ
ヴァー・ストップ・ラヴィング・ユー／Dヒーズ・マイ・ガイ／Eトゥ・フォ
ゲット・アバウト・ユー／Fサムバディ・エルス・イズ・テイキング・マイ・
プレイス／Gザット・オールド・フィーリング／Hヒーズ・ゴーン・アゲ
イン／Iジーズ・フーリッシュ・シングス／Jミー・アンド・マイ・ジン／
Kジャスト・ワン・モア・チャンス／Lドント・セイ・ナッシン・アット・オール
ダイナ・ワシントン（vo）、ドン・コスタ、フレッド・ノーマン（arr）他

【録音】1962〜63年

WPCR-29225　国内初CD化 � 歌詞付  [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『スウィート＆サッシー』
Aアイ・ディドント・ノウ・アバウト・ユー／Bモア・ザン・ユー・
ノウ／Cサンクス・フォー・ザ・ライド／Dカム・スプリング／
Eアイ・ウィッシュ・アイ・ワー・イン・ラヴ・アゲイン／Fレイ
ジー・アフタヌーン／Gジャスト・マリード・トゥデイ／H昨日
見た夢／Iアイ・ガット・リズム／Jジス・キャント・ビー・ラ
ヴ／Kスローリー／Lジャスト・ユー、ジャスト・ミー
サラ・ヴォーン（vo）、ラロ・シフリン（arr, cond）、オーケストラ

【録音】1963年6月末　シカゴ

2017年5月24日発売

第8弾
（全25タイトル）



シンガーとしてだけでなく、エンタテイメントの世界で大きな成功をおさめていったデ
ラ・リース。タイトル曲の〈アンド・ザット・リマインズ・ミー〉は、もともとはイタリアのメ
ロディーで、彼女がジュビリーからリリースしたシングル盤は、ビルボード・ポップ・チャー
トの9位に上るヒットになった。この曲をはじめ、ポップなメロディーやスタンダード曲を、
のびやかな歌声とともに素直な表情で聴かせてくれるのが印象にのこる。

WPCR-29246 国内初CD化 � 歌詞付  [JUBILEE]

デラ・リース『アンド・ザット・リマインズ・ミー』
Aアンド・ザット・リマインズ・ミー／Bザ・モア・アイ・
シー・ユー／Cタイム・アフター・タイム／Dデイブレイ
ク・セレナーデ／Eアイ・オンリー・ウォント・トゥ・ラヴ・
ユー／F恋に寒さを忘れて／G夜の静けさに／Hイ
ヤーズ・フロム・ナウ／Iカモン・カモン／Jイフ・ノット・
フォー・ユー／Kバイ・ラヴ・ポゼスト／Lアイ・ウィッシュ
デラ・リース（vo）他

【録音】1955～58年　ニューヨーク＆デトロイト

ジュビリーの人気歌手デラが1955年から58年にかけて発表した
シングル盤からジャズ系の名演を厳選した究極のコレクション。

スウィング時代にカウント・ベイシー楽団の専属シンガーとして大活躍したジミー・ラッ
シング。そんな彼が63年におこなった、唯一のコルピックス・レーベルへの吹き込みであ
る。ベイシー・バンドのピックアップ・メンバーに、モダン派のフィル＆クイル、アル＆ズー
トまで参加した豪華なバック陣。〈ジャスト・ビコーズ〉〈ハートエイクス〉のような古典ポッ
プ曲やブルース・ナンバーを、堂々たる風格とともに歌い上げてみせた好盤。

WPCR-29245 国内初CD化 � 歌詞付  [COLPIX]

ジミー・ラッシング『ファイヴ・フィート・オブ・ソウル』
Aジャスト・ビコーズ／Bテイント・ノーバディズ・ビジネス・
イフ・アイ・ドゥ／Cハートエイクス／Dアイム・ウォーキン・
スルー・ヘヴン・ウィズ・ユー／Eトラブル・イン・マインド／
Fオー！ルック・ア・ゼア・エイント・シー・プリティ／Gプリーズ・
カム・バック／Hユー・オールウェイズ・ハート・ジ・ワン・ユー・
ラヴ／Iディド・ユー・エヴァー／Jバケツに穴が開いた
ジミー・ラッシング（vo）、ジミー・クリーヴランド（tb）、フィル・ウッズ（as）、ズー
ト・シムズ（ts）、ソル・シュリンガー（bs）、パティ・ボーン（p）、フレディ・グリーン
（g）、ミルト・ヒントン（b）、ガス・ジョンソン（ds）、アル・コーン（arr）他
【録音】1963年1月22日、23日　ニューヨーク

初期のカウント・ベイシー楽団で活躍した男性歌手が、持ち前の魅力を存分に発揮し
たソウル満点の快作。編曲はアル・コーン。ズート・シムズやフィル・ウッズなど豪華メ
ンバーが、がっちりとサポート。

ジャズとクラシック音楽の本格的な融合を試みて、MJQのリーダーだったジョン・ルイ
スが編成した“オーケストラUSA”。2組の弦楽四重奏や木管、金管、リズム・セクションか
らなるバンド・メンバーもジャズ、クラシック両分野にまたがっているものの、フィル・ウッ
ズやエリック・ドルフィー、ジム・ホールなどの参加が注目されよう。ルイスの名曲〈スリー・
リトル・フィーリングス〉を筆頭に、意欲あふれる演奏ばかりが並んでいる。

WPCR-29244� [COLPIX]

ジョン・ルイス『オーケストラU.S.A.』
Aスリー・リトル・フィーリングス・パートA／Bス
リー・リトル・フィーリングス・パートB／Cスリー・リ
トル・フィーリングス・パートC／Dマイルサイン／
Eミラノ／Fナチュラル・アフェクション／Gドニー
のテーマ／Hグランド・エンカウンター／I星条旗
ニック・トラヴィス（tp）、レオ・ライト、エリック・ドルフィー（as, fl）、フィル・ウッズ（cl, 
as）、ジョン・ルイス（p）、リチャード・デイヴィス（b）、ジム・ホール（g）、コニー・ケイ

（ds）、ゲイリー・マクファーランド（perc, comp）、ガンサー・シュラー（cond）
【録音】1963年1月12日、2月4日、2月27日　ニューヨーク

MJQのジョン・ルイスが音楽監督となって実現したジャズとクラシックの融合を目指
すオーケストラのデビュー作。フィル・ウッズ、エリック・ドルフィー、ジム・ホールなど
モダン・ジャズの精鋭も多数参加。

アフロ・キューバン・ジャズを代表するバンド・リーダー、パーカッション奏者のマチート
が生み出すエキサイティングなサウンド。ここではフルートのハービー・マン以下、ジョ
ニー・グリフィン、カーティス・フラーが加わって、曲ごとに彼らのソロが大きくフィーチュ
アされてゆく。とくにアフロ・キューバン路線を打ち出していたハービー・マンとは、まさ
に息がぴったり。全曲をハービー・マンが書き下ろしているのもうなずける。

WPCR-29243� [ROULETTE]

マチート〜ジョニー・グリフィン〜ハービー・マン
『マチート・ウィズ・フルート・トゥ・ブート』
Aブラジリアン・ソフト・シュー／Bラヴ・チャント／Cアフ
ロ・ジャジアック／Dリング・ア・レヴィオ／Eアフタヌー
ン・デス／Fトゥ・バードランド・アンド・ハリー／Gカリプ
ソ・ジョン／Hジ・アフリカン・フルート／Iバカオ／Jカ
ラブンタ／Kザ・デイヴィス・カップ／Lアンサー・ミー
マチート＆ヒズ・アフロ・キューバン・ジャズ・アンサンブル feat.ジョニー・グリ
フィン（ts）、ハービー・マン（fl）、カーティス・フラー（tb）他詳細不明

【録音】1958年11月　ニューヨーク

『ケニヤ』に続くマチートのアフロ・キューバン・ジャズ第2弾。今回はハービー・マン
が作編曲面で全面協力。ジョニー・グリフィンとカーティス・フラーも、ソロイストとし
て活躍している。

スウィング時代から活躍している個性的なトロンボーン奏者のタイリー・グレンは、50年
代の末から60年代初めにかけて、数枚のアルバムをルーレットにのこしている。これはワ
ン・ホーンのコンボを率いてニューヨークのクラブ“ラウンドテーブル”に出演したとき
のステージで、〈ティーチ・ミー・トゥナイト〉や〈ロイヤル・ガーデン・ブルース〉などをハッ
ピーに演奏する。ピアノにハンク・ジョーンズが参加しているのも嬉しい。

WPCR-29242 国内初CD化 � [ROULETTE]

タイリー・グレン『アット・ザ・ラウンドテーブル』
Aティーチ・ミー・トゥナイト／Bサンデイ／Cジャ
スト・ア・ウェアリン・フォー・ユー／Dゼア・ウィル・ネ
ヴァー・ビー・アナザー・ユー／Eオール・オブ・ミー／
Fロイヤル・ガーデン・ブルース／Gワンダー・ホワ
イ／Hディア・オールド・サウスランド／Iゼム・ゼア・
アイズ／Jスウィート・アンド・ラヴリー／Kマルチェ
タ／Lライムハウス・ブルース
タイリー・グレン（tb, vibDIL）、ハンク・ジョーンズ（p）、メアリー・オズボーン（g）、ト
ミー・ポッター（b）、ジョー・ジョーンズ（ds）

【録音】1958年　ニューヨーク

ほのぼのとした魅力を放つプレイで人気の黒人トロンボーン奏者が、スウィング系
の名手で固めたコンボで録音したルーレットの秀作。ハンク・ジョーンズ、ジョー・
ジョーンズの参加も魅力の隠れた人気盤。

スタン・ケントン楽団などでも活躍した白人ギタリストのサル・サルヴァドール。彼のアルバム
はベツレヘムやブルーノート作品が再発されてきたが、このルーレット盤はマニア以外にはほ
とんど知られていなかった一枚。カルテットでサルヴァドールの本領が発揮されたジャジーな
仕上がりになっている。〈ストップ・スモーキング・オア・エルス・ブルース〉は彼の手になる6拍子
のブルース。ウィットに富むタイトルもさることながら、第一級のギター・ジャズが楽しめる好盤。

WPCR-29241� [ROULETTE]

サル・サルヴァドール『ミュージック・トゥ・ストップ・スモーキング・バイ』
Aストップ・スモーキング・オア・エルス・ブルース／
Bアイル・ネヴァー・ビー・フリー／C言い出しかねて／
Dユー・ドゥ・サムシング・トゥ・ミー／Eユー・ゴー・トゥ・マ
イ・ヘッド／Fユー・イリテイト・ミー・ソー／Gアイ・ガット・
イット・バッド／H誰にも奪えぬこの想い／Iマイ・オール
ド・フレーム／Jアイム・ビギニング・トゥ・シー・ザ・ライト
サル・サルヴァドール（g）、レイ・スターリング（p）、ジョン・ビール（b）、レニー・マ
クブラウン（ds）

【録音】1963年　ニューヨーク

映画『真夏の夜のジャズ』でもお馴染みのギタリストが渋いプレイを披露したスウィ
ンギーな快作。ウェス・モンゴメリー風のブルージーなブルースをはじめ、有名スタ
ンダード中心の選曲。

ピアニストにハンク・ジョーンズを迎えたカルテットによる演奏。バラードはどれも味わ
い深く、とくに〈ラウンド・ミッドナイト〉の繊細かつ幻想的な世界はスミスならではのも
のがある。そして〈ジプシー・イン・マイ・ソウル〉や〈ジス・キャント・ビー・ラヴ〉での、ごき
げんなスウィング。随所でハンクが小気味よい、珠玉のピアノ・タッチを聴かせるのも強
く印象に残る。ジョニー・スミスのルースト時代、後期を代表するアルバム。

WPCR-29240 国内初CD化 � [ROOST]

ジョニー・スミス『サウンド・オブ・ジョニー・スミス・ギター』
A降っても晴れても／Bジプシー・イン・マイ・ソウ
ル／Cエンブレイサブル・ユー／Dミスティ／E音
楽がある限り／Fラウンド・ミッドナイト／Gジス・
キャント・ビー・ラヴ／Hブルース・コラール／Iプレ
リュード
ジョニー・スミス（g）、ハンク・ジョーンズ（p）、ジョージ・デュヴィヴィエ（b）、エ
ド・ショウネシー（ds）

【録音】1960年　ニューヨーク

いぶし銀のタッチで知られる名ピアニストの参加が、作品としての魅
力を一層増すことにつながったジョニー・スミスの代表作。

ソフトなストリングスの響きに包まれるように、たっぷりと情感のこもったジョニー・ス
ミスのギター・プレイを味わえるアルバム。リズム・ギターにバリー・ガルブレイスを加え、
ソロ・ギタリストとしてのジョニー・スミスのプレイがいっそうくっきりと浮かび上がっ
てくる。〈イエスタデイズ〉や〈ゴールデン・イアリングス〉のロマンティックな味わい。ジョ
ニー・スミスのもっている優雅な音楽性に酔いしれることができる一枚である。

WPCR-29239 世界初CD化 � [ROOST]

ジョニー・スミス『ギター＆ストリングス』
A去年の夏／Bジ・インチ・ウォーム／Cイエスタ
デイズ／Dホワット・イズ・ゼア・トゥ・セイ／Eストー
ミー・ウェザー／Fいつかどこかで／Gハヴ・ユー・
フォゴットン・ソー・スーン／Hゴールデン・イアリン
グス／Iディープ・パープル

ジョニー・スミス（g）、ストリングス、アーウィン・コスタル（cond）、
ジーン・オルロフ（vln, concertmaster）

【録音】1960年　ニューヨーク

『マイ・ディア・リトル・スウィートハート』と対をなす隠れた名盤が本邦初登場。格調
高いストリングスのオーケストラをバックに、スミスのギターが有名スタンダードを
詩情豊かに歌い上げる。

ウディ・ハーマンやベニー・グッドマンをはじめとする有名ジャズ・オーケストラでプレ
イをおこなったあと、ビッグ・バンドも率いていたヴァイブ奏者のテリー・ギブス。そんな
彼が、なんとピアノだけを弾いている珍しいアルバムである。本職のピアニストではない
ものの、ギブスは達者なタッチを聴かせるだけでなく、いくつかのオリジナルも提供して
みせる。シグネチュア・レーベルからリリースされたマニア好みの一枚。

WPCR-29238 国内初CD化 � [PARLOPHONE]

テリー・ギブス『アット・ザ・ピアノ』
Aストレッチン・ザ・ブルース／Bユー・ゴー・トゥ・
マイ・ヘッド／Cフィックル・フィンガーズ／D昔
はよかったね／Eチェロキー／Fカントリー・ボー
イ／Gフォー・キープス／Hイージー・ブルース／
Iシャッフリン・ブルース／Jラヴァー・マン／K今
宵の君は／Lエアメイル・スペシャル
テリー・ギブス（p）、ハーブ・エリス（g）、バディ・クラーク（b）、ジャック・スペリン
グ（ds）他

【録音】1960年　ニューヨーク

スウィング・ジャズの流れを汲むヴァイブの名手が2本の指だけで、ピアノを弾いた
ユニークな作品。シングル・トーンの躍動感あふれるソロが全編で楽しめるシグネ
チュア希少盤。

大作「ウフル・アフリカ」に続いて吹き込まれたもので、ランディが西アフリカの伝統的な“ハ
イライフ”にアプローチをおこなった興味深い一作である。シンプルだがダイナミックなノ
リに、ジャズ的なホーン・アンサンブルが加わってゆく〈キャバン・バンブー・ハイライフ〉。こ
こには新しい時代のアフリカン・ミュージックを生み出してゆこうとするランディの意欲が、
よく表れている。全体のアレンジは女性の俊才、メルバ・リストンがおこなっている。

WPCR-29237� [COLPIX]

ランディ・ウェストン『ハイライフ』
Aキャバン・バンブー・ハイライフ／Bニジェール・マ
ンボ／Cズールー／Dイン・メモリー・オブ／Eコン
ゴの子どもたち／Fブルース・トゥ・アフリカ／Gミ
ステリー・オブ・ラヴ
ランディ・ウェストン（p）、レイ・コープランド（tp, flh）、ジミー・クリーヴランド、クウェン
ティン・ジャクソン（tb）、ジュリアス・ワトキンス（fhr）、アーロン・ベル（tu）、バド・ジョ
ンソン（ss, ts）、ブッカー・アーヴィン（ts）、ペック・モリソン（b）、チャーリー・パーシッ
プ、フランキー・ダンロップ、ジョージ・ヤング、アーチー・リー（perc）、メルバ・リストン

（arr）

【録音】1963年4月　ニューヨーク

西アフリカの伝統音楽とモダン・ジャズを融合させた鬼才ウェストンの意欲作。13人
編成のオーケストラで展開されるサウンドは迫力満点。クラブ・シーンで人気の「ニ
ジェール・マンボ」収録。

ブロードウェイで幕を開けた「フィオレロ」と、ダウンタウンの劇場で公演が始まった「リ
トル・メアリー・サンシャイン」というふたつの59年のミュージカルを、ジミー・ロウルズ
が楽しくジャズ化して聴かせている。一流バンドでの豊富なキャリアをもち、大物シンガー
の伴奏もつとめたジミー・ロウルズの趣味の良いピアノ・タッチが聴きもの。シグネチュ
アからリリースされた、貴重なジャズ版ミュージカル・アルバムの一枚である。

WPCR-29236 国内初CD化 � [PARLOPHONE]

ジミー・ロウルズ『フィオレロ・アップタウン・メアリー・サンシャイン・ダウンタウン』
Aジェントルマン・ジミー／Bティル・トゥモロウ／Cリトル・
ティン・ボックス／Dホエン・ディド・アイ・フォール・イン・ラ
ヴ／Eホエア・ドゥ・アイ・ゴー・フロム・ヒア／Fザ・ヴェリー・
ネクスト・マン／Gリトル・メアリー・サンシャイン／Hエヴリ・
リトル・ナッシング／Iメリー・パーティ／Jワンス・イン・ア・
ブルー・ムーン／Kルック・フォー・ア・スカイ・オブ・ブルー／
Lディド・ユー・エヴァー・ドリーム・オブ・ウィーン
ジミー・ロウルズ（p）、アル・ヘンドリクソン（g）、ジョー・モンドラゴン（b）、ラリー・バン
カー（ds, vib）

【録音】1960 年3月18日、20日　ロサンゼルス

歌伴の名手として知られるジミー・ロウルズが、ギター入りカルテットでブロードウェイ
の人気ミュージカルのナンバーを取り上げたマニア垂涎のコレクターズ・アイテム。

ファンキーな味をもった黒人ピアニスト、ウィル・デイヴィスがSUEレーベルへ吹き込
んだ、彼の唯一のリーダー作がこのアルバム。デイヴィスはパーカーやマイルスとも共演
したといわれるが、ここではファンキーな楽しいタッチを聴かせてくれる。ベニー・ゴル
ソンの演奏で知られる哀愁の名曲〈ソック・チャ・チャ〉もやっているが、これはウィル・デ
イヴィスが作曲したナンバーで、これがオリジナル吹き込みということになる。

WPCR-29235 国内初CD化 � [PARLOPHONE]

ウィル・デイヴィス『ハヴ・ムード・ウィル・コール』
Aウィル・コール／Bソック・チャ・チャ／Cバイ・アン
ド・バイ／Dセント・ジョージズ・グルーヴ／Eエヴリ
バディズ・チャ・チャ／Fムーン・チャイルド／Gマッ
ド・アバウト・ザ・ボーイ／Hオールド・デヴィル・ムー
ン／I50-21／J朝日のようにさわやかに

ウィル・デイヴィス（p）、ウィリアム・オースティン（b）、オリヴァー・
ジャクソン（ds）

【録音】1959年　ニューヨーク

ケニー・バレルやソニー・スティットとの共演で知られる幻のバップ・ピアニストが残
した唯一のリーダー作。秀逸なジャケット・デザインでも非常に人気の高いピアノ・ト
リオ希少盤がついに復刻。

モダン・クラリネットの第一人者、トニー・スコットが59年のヒット・ミュージカル「ジプ
シー」のナンバーばかりをとりあげて演奏している。音楽を書いたのはジュール・スタイン。
〈エヴリシングス・カミング・アップ・ローゼズ〉をはじめ、ワン・ホーンで奔放にバップ・フ
レージングを押し出してゆくトニー・スコット。ミュージカルのジャズ版というだけでな
く、純粋にスリリングなジャズ・プレイが楽しめる好アルバムになっている。

WPCR-29234� [PARLOPHONE]

トニー・スコット『ジプシー』
Aアイ・ハッド・ア・ドリーム／Bサム・ピープル／
Cスモール・ワールド／Dリトル・ラム（バラッド）／
Eリトル・ラム（リズム）／Fユール・ネヴァー・ゲット・
アウェイ・フロム・ミー／Gカウ・ソング／Hエヴリシ
ングス・カミング・アップ・ローゼズ／Iトゥゲザー・
ホエアエヴァー・ウィ・ゴー／Jローゼズ・ターン
トニー・スコット（cl, bs）、マンデル・ロウ（g）、ジミー・ギャリソン（b）、ピート・ラ
ロッカ（ds）

【録音】1959年　ニューヨーク　

バップの洗礼を受けたモダン・クラリネット奏者が、ジプシー・ローズ・リーの伝記を取
り上げたブロードウェイ・ミュージカルの音楽にチャレンジした快作。ジミー・ギャリソ
ンも参加。

ジュフリーのサックス、クラリネットのほかに、バルブ・トロンボーン、ギターを加えて室
内楽的サウンドを生み出していった“ジミー・ジュフリー3”。そんな彼らによる最高傑作
が「ウェスタン組曲」である。タイトルどおり、アメリカ西部のフォーク、カントリー的な
素朴なフィーリングが押し出された情緒豊かな作品。ベイシー楽団の人気曲〈トプシー〉や、
〈ブルー・モンク〉の洒脱なプレイも大きな聴きものになっている。

WPCR-29233� [ATLANTIC]

ジミー・ジュフリー『ウェスタン組曲』
Aウェスタン組曲［第1楽章：ポニー・エクスプレス
〜第2楽章：アパッチ〜第3楽章：サタデイ・ナイト・ダ
ンス〜第4楽章：ビッグ・パウ・ワウ］／Bトプシー／
Cブルー・モンク

ジミー・ジュフリー（cl, ts, bs）、ボブ・ブルックマイヤー（tb）、ジム・
ホール（g）

【録音】1958年12月3日　ニューヨーク

ボブ・ブルックマイヤー、ジム・ホールの名トリオで数々の名演を残したジ
ミー・ジュフリーのアトランティック最終作。4部構成のタイトル曲が圧巻。

ルネッサンス期のイタリアに生まれた即興演劇“コメディア・デラルテ”。その舞台劇の即
興性に魅せられたジョン・ルイスが、芝居に登場する代表的なキャラクターたちを生き
生きと描き出してみせる。ユニットとしても成熟期にさしかかっていた60年代初め頃の
MJQ。ヨーロッパの音楽、文化に深い憧れをもっていたジョン・ルイスが、MJQをつうじ
て彼の思いを具体的に組曲として表現した傑作アルバムである。

WPCR-29232� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『コメディ』
Aスパニッシュ・ステップス／Bコロンビーナ／
Cプルチネルラ／Dピエロ／Eラ・カンタトリー
チェ／Fハーレクイン／Gピアッツァ・ナヴォーナ

ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、
コニー・ケイ（ds）、ダイアン・キャロル（voE）

【録音】1960年10月20日（E）、1962年1月22日（ABC）、
1962年1月23日（DF）、1962年1月24日（G）　ニューヨーク

ジョン・ルイスが書き下ろした壮大な組曲風傑作。当時MJQのマネージャーだった
モンティ・ケイの妻で歌手のダイアン・キャロルが1曲で客演。西洋芸術に造詣の深
いルイスの才能が見事に開花した意欲作。

生粋のハード・バッパーだったジョニー・グリフィンが、乗りに乗ったプレイを聴かせる
63年のアトランティック・レコーディング。フロントで相棒をつとめるのは、やはり生粋
のバップ・トロンボーンの名手、マシュー・ジーで、彼の代表作とされるブルース〈オー・
ジー！〉も収録されている。コンガを加えたリズミックな演出。さらにハンク・ジョーンズ
がピアノとオルガンを弾き分けて、極上のグルーヴィな雰囲気が生み出されてゆく。

WPCR-29231� [ATLANTIC]

ジョニー・グリフィン＆マシュー・ジー『ソウル・グルーヴ』
Aオー・ジー！／Bヒア／Cアット・サンダウン／Dス
ウィンガーズ・ゲット・ザ・ブルース・トゥー／Eツイス
ト・シティ／Fプア・バタフライ／Gムード・フォー・ク
ライン／Hレネー
ジョニー・グリフィン（ts）、マシュー・ジー（tb）、ハンク・ジョーンズ

（p, org）、アーロン・ベル（b, tuba）、カルロス・パタート・バルデス
（bgo, cga）、アート・テイラー（ds）、ビッグ・ジョン・パットン（org 
AEH）

【録音】1963年5月14日、16日　ニューヨーク

シカゴ生まれの“リトル・ジャイアント”のパワフルなテナー、マシューのトロンボー
ンがかつてない“ソウル・グルーヴ”を奏でる。聴くものの魂と身体を揺さ振る理屈
抜きの面白さ！


